
一
橋
犬
学
に
お
け
る
日
本
語
教
育

　
　
1
こ
れ
ま
で
の
十
年
・
こ
れ
か
ら
の
十
年
1

松
　
　
岡

弘

（1）　一橋犬学における日本語教育

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、
一
橋
大
学
に
お
け
る
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る

日
本
語
教
育
に
つ
い
て
、
そ
の
十
年
の
歩
み
を
報
告
し
、
合
わ

せ
て
現
在
の
問
題
点
と
今
後
の
あ
り
方
を
考
察
し
、
い
く
つ
か

の
提
言
を
行
う
。

　
考
察
を
過
去
の
十
年
前
後
か
ら
始
め
る
の
は
、
次
の
理
由
に

よ
る
。
一
つ
は
、
次
章
に
お
い
て
も
示
さ
れ
る
が
、
国
内
に
お

け
る
留
学
生
の
数
は
八
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
そ
れ
ま
で
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
増
加
を
た
ど
り
始
め
、
一
橋
大
学

に
お
け
る
留
学
生
数
も
、
そ
れ
と
呼
応
す
る
形
で
急
激
に
増
え

て
き
た
と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
留
学
生
の
た
め
の
日
本

語
ク
ラ
ス
が
、
課
外
補
講
ク
ラ
ス
と
い
う
形
で
初
め
て
一
橋
大

学
に
設
け
ら
れ
た
の
が
一
九
八
○
年
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
年
以
前
に
も
留
学
生
は
い
た
が
、
本
稿

で
は
そ
こ
ま
で
さ
か
の
ぽ
る
こ
と
は
し
な
い
。

　
次
に
、
こ
れ
か
ら
の
十
年
と
し
た
理
由
で
あ
る
が
、
二
十
一

世
紀
初
頭
ま
で
に
留
学
生
総
数
を
十
万
人
に
し
よ
う
と
い
う
構

想
に
そ
っ
て
の
政
府
の
政
策
が
今
後
も
遂
行
さ
れ
る
な
ら
ぱ
一

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
留
学
生
の
増
加
傾
向
は
、
さ
ら
に
十
年
は

継
続
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
た
め

の
対
策
は
、
過
去
十
年
の
経
験
と
反
省
を
踏
ま
え
て
、
今
か
ら

立
て
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
に
由
来
す
る
。

　
な
お
、
「
留
学
生
の
た
め
の
教
育
」
と
い
う
こ
と
で
は
、
日
本
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一
週
間
に
わ
た
っ
て
、
主
に
大
学
院
レ
ベ
ル
の
留
学

萄
　
数
　
　
　
　
　
墨
各
れ
　
生
を
対
象
に
一
杜
会
科
学
基
礎
セ
、
、
、
ナ
、
・
が
実
施

咽
　
牲
　
　
　
　
　
　
灘
　
η
鍬
　
さ
れ
る
。
本
委
ら
ぱ
、
そ
う
し
た
も
の
姜
関
達

刷
　
鮒
　
　
　
一
鷲
鮒
㌦
一
さ
せ
て
日
本
薯
を
論
ず
る
方
が
よ
り
正
確
な
全

牌
　
　
　
　
　
　
一
箒
元
舳
搬
　
体
像
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
筆
老
は
現
在
必
ず

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拶
蟄
6
2
ア
　
学
　
　
　
し
も
留
学
生
教
育
全
体
を
見
渡
せ
る
立
場
に
な
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
し
　
ー
　
　
ソ
　
　
留
畝

繊
　
　
　
　
　
　
　
慧
∵
鴛
　
で
・
必
萎
場
合
以
外
は
、
そ
れ
ら
は
考
察
の
対
象

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐙
弱
！
簑

轍
　
　
　
　
讐
㌶
と
し
な
い
。

留
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
監
5
6
封
秘
臓
ヨ
　
　
　
　
　
ニ
　
留
学
生
受
入
れ
の
現
状
に
つ
い
て

図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
政
府
に
よ
る
留
学
生
、
い
わ
ゆ
る
国
費
留
学

語
教
育
の
ほ
か
に
・
学
部
の
一
・
二
年
生
を
対
象
と
し
て
二
生
の
受
入
れ
は
、
戦
後
に
関
し
て
は
昭
和
二
十
九
年
一
一
九
五

般
日
本
事
情
一
・
外
国
人
撃
生
杜
会
科
学
ざ
・
・
ナ
ー
ル
・
・
日
四
年
一
に
始
春
、
す
で
に
四
十
年
に
近
い
歴
史
を
刻
ん
で
い

本
の
科
学
技
術
一
と
い
一
た
講
義
科
目
が
開
雪
れ
て
言
、
　
る
。
そ
の
間
、
墨
に
限
ら
ず
、
私
費
の
撃
生
も
少
し
ず
っ

ま
た
後
期
科
目
と
し
て
は
商
学
部
に
・
日
本
の
産
業
・
経
営
・
、
は
増
加
し
て
き
た
が
、
何
と
．
一
冒
つ
て
も
爆
発
的
増
加
を
み
た
の

経
済
学
部
に
・
日
本
の
経
済
一
が
あ
り
、
さ
ら
に
毎
年
夏
に
は
は
八
十
年
代
に
入
つ
て
か
ら
で
あ
り
一
図
、
一
、
こ
れ
に
つ
い
て
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｛3〕　一橋犬学における日本語教育

は
、
昭
和
五
十
八
年
の
「
二
十
一
世
紀
へ
の
留
学
生
政
策
に
関

す
る
提
言
」
お
よ
ぴ
五
十
九
年
の
「
二
十
一
世
紀
へ
の
留
学
生

政
策
の
展
開
に
つ
い
て
」
と
い
う
有
識
老
か
ら
の
二
つ
の
提
言

等
を
受
け
て
、
文
部
省
が
打
ち
出
し
た
「
二
十
一
世
紀
初
頭
に

お
け
る
十
万
人
の
留
学
生
受
入
れ
構
想
」
が
ひ
と
つ
の
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ほ
ぽ
間
違
い
な
い
。

　
こ
の
増
加
の
中
身
を
み
る
と
、
図
1
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
私
費
留
学
生
で
あ
る
。
ま
た
、

平
成
二
年
度
を
例
に
と
る
と
、
留
学
生
総
数
四
一
、
三
四
七
人

の
う
ち
、
学
部
レ
ベ
ル
が
一
六
、
一
七
七
人
（
三
九
％
）
、
大
学

院
レ
ベ
ル
が
一
二
、
三
八
三
人
（
三
〇
％
）
で
、
残
り
は
主
に

専
修
学
校
で
あ
る
。
■
国
費
留
学
生
は
四
、
九
六
一
人
で
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
、
学
部
レ
ベ
ル
は
一
二
・
二
％
、
大
学
院
レ
ベ
ル
は

八
四
％
（
残
り
は
、
専
修
学
校
と
高
等
専
門
学
校
）
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
国
立
私
立
別
・
在
学
段
階
別
に
見
て
み
る
と
、

国
立
大
学
の
場
合
は
、
学
部
と
大
学
院
の
比
率
が
約
一
二
一
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
私
立
大
学
の
場
合
は
、
逆
に
四
二
と
な

　
　
＾
1
）

っ
て
い
る
。

以
上
の
数
字
か
ら
、
私
立
大
学
で
は
私
費
の
学
部
留
学
生
の

比
率
が
、
国
立
大
学
で
は
国
費
の
大
学
院
レ
ベ
ル
の
学
生
の
比

重
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
一
橋
大
学

の
よ
う
な
国
立
大
学
に
あ
っ
て
は
、
大
学
院
レ
ベ
ル
の
学
生

（
特
に
研
究
留
学
生
）
の
増
大
に
対
し
て
ど
う
対
処
し
、
ど
の
よ

う
な
教
育
体
制
を
持
つ
か
が
主
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　
こ
の
よ
う
な
国
立
大
学
に
お
け
る
外
国
人
留
学
生
受
入
れ
に

か
か
わ
る
問
題
全
般
に
関
し
て
は
、
国
立
大
学
協
会
第
五
常
置

委
員
会
が
平
成
二
年
十
月
に
「
留
学
生
問
題
の
現
状
分
析
と
提

言
」
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
れ
に
対
し
て
一
橋
大
学
経
済

学
部
の
山
澤
逸
平
教
授
の
解
説
が
あ
っ
て
、
研
究
留
学
生
の
た

め
の
日
本
語
教
育
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
の
指
摘

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
〕

と
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
（
2
）
一
橋
大
学
に
お
け
る
外
国
人
留
学
生
受
入
れ
と
そ
の

種
類
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
O
年
以
降
の
外
国
人
留
学
生
数

の
推
移
を
、
国
費
．
私
費
・
政
府
派
遣
別
（
図
2
）
、
お
よ
ぴ
課

　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

程
別
（
図
3
）
で
示
す
。
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図2一橋大学外国人留学生数の推移

口政府派遇覆私費■国費

人

数240

　
な
お
、
国
費
留
学
生
と
は
、
「
国
費
外
国
人
留
学
生
招
致
制

度
」
に
よ
っ
て
招
致
さ
れ
る
留
学
生
の
こ
と
で
あ
り
、
身
分
が

文
部
省
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
二
と
、
渡

航
費
を
含
め
て
生
活
に
必
要
な
奨
学
金
が
文
部
省
か
ら
給
付
さ

れ
る
。
国
費
留
学
生
は
学
部
留
学
生
（
本
国
で
高
校
卒
業
後
来

　
　
　
　
　
　
　
　
日
）
と
研
究
留
学
生
（
本
国
で
大
学
卒
業
後

　
　
　
　
　
　
　
来
日
）
と
に
大
別
さ
れ
る
が
、
国
費
学
部
留

　
　
　
　
　
　
　
　
学
生
で
、
来
日
前
に
日
本
語
を
勉
強
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
か
、
ま
た
は
不
十
分
な
老
は
、
東
京
外

苧
姜
㎜
一

　
　
　
　
　
　
　
　
国
語
大
学
附
属
日
本
語
学
校
で
日
本
語
を
中

年
’
6
f
7

　
　
　
　
　
　
　
　
し
と
し
た
集
中
予
備
教
育
を
一
年
に
わ
た
っ

年
6
朋
肺
－
四

　
　
　
　
　
　
　
　
て
受
け
る
。
（
本
年
度
か
ら
大
阪
外
国
語
大

。
　
　
　
　
　
　
　
学
留
学
生
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
で
も
、
学

　
　
　
、
　
　
　
部
留
学
生
の
一
部
を
引
き
受
け
る
二
と
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
院
レ
ベ
ル
の
国
費
研
究
留
学
生
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
来
日
前
に
日
本
語
未
修
の
老
は
、
大
使
館
推

　
　
　
　
　
　
　
　
薦
の
研
究
生
に
限
り
、
全
国
の
九
大
学
に
設

　
　
　
　
　
　
　
　
置
さ
れ
た
留
学
生
教
育
セ
ン
タ
ー
（
大
学
に

　
よ
っ
て
違
っ
た
名
称
を
名
乗
る
と
こ
ろ
も
あ
る
）
の
い
ず
れ
か

　
で
、
六
か
月
間
の
日
本
語
を
中
心
と
し
た
集
中
教
育
を
受
け
る

　
こ
と
に
な
る
。
研
究
留
学
生
に
対
す
る
日
本
語
教
育
は
、
か
つ

　
て
は
す
べ
て
大
阪
外
国
語
大
学
留
学
生
別
科
（
現
在
の
留
学
生

　
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
）
で
実
施
さ
れ
た
が
、
八
十
年
代
に
入
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（5〕　一橋大学における日本語教育

っ
て
か
ら
は
、
主
要
大
学
に
順
次
留
学
生
の
た
め
の
日
本
語
教

育
セ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
、
地
域
ご
と
に
分
散
し
て
日
本
語
教

育
を
行
う
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
そ
の
よ
う
な
セ

ン
タ
ー
を
持
っ
て
い
る
残
り
の
八
大
学
は
、
北
海
道
犬
学
、
東

北
犬
学
、
筑
波
大
学
、
東
京
大
学
、
東
京
工
業
大
学
、
、
名
古
屋

図3一橋大学外国人留学生数の推移一課程別一

■学　部　s修　土 關博士後期 露研究生 口聴講生等

金・叶一一…一一一ハー

大
学
、
広
島
犬
学
、
九
州
犬
学
で
あ
り
、
一
橋
大
学
へ
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
大
阪
外
国
語
大
学
で
六
か
月
学
ん
で
か
ら
来
る

者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
の
他
、
東
京
犬
学
や
筑
波
大
学
経
由
の

も
の
が
少
し
あ
る
。

　
政
府
派
遺
留
学
生
と
は
、
留
学
生
の
出
身
国
政
府
の
奨
学
金

　
　
　
　
　
　
　
で
日
本
に
派
遣
さ
れ
る
留
学
生
で
、
そ
の
予

　
　
同

　
　
　
　
借

年年年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
晶

備
教
育
は
日
本
政
府
の
協
力
に
よ
っ
て
、
半

年
か
ら
二
年
に
わ
た
っ
て
本
国
で
行
わ
れ
る
。

例
え
ぱ
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
派
遣
学
部
留
学

生
は
二
年
、
中
国
政
府
派
遣
学
部
留
学
生

（
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
）
は
一
年
、
同
じ

く
中
国
政
府
派
遣
の
研
究
留
学
生
は
半
年
の

予
備
教
育
を
受
け
て
か
ら
来
日
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
二
つ
の
図
表
か
ら
、
こ
の
十
二
年

で
一
橋
犬
学
に
在
籍
す
る
留
学
生
数
は
実
に

六
倍
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
特
に
私
費
留
学
生
の
増
加
が
目
立
つ
こ

と
と
、
国
立
大
学
の
平
均
と
比
べ
て
も
犬
学

院
レ
ベ
ル
の
学
生
の
比
率
が
高
い
こ
と
（
学
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部
学
生
の
約
四
倍
）
が
留
意
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
だ
ろ
う

一一一

一
橋
犬
学
に
お
け
る
日
本
語
教
育
－
こ
れ
ま
で
の

十
年
1

　
（
1
）
課
外
補
講
時
代
（
一
九
八
○
年
～
一
九
八
六
年
）

　
a
、
そ
の
背
景
と
な
る
こ
と

　
一
橋
犬
学
に
お
い
て
国
費
留
学
生
と
私
費
留
学
生
の
比
率
が

逆
転
す
る
の
は
一
九
八
六
年
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
国
費
留

学
生
の
方
が
数
の
上
で
は
優
位
で
あ
っ
た
（
図
2
）
。
こ
の
こ

と
は
一
橋
大
学
に
限
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
留
学
生
が
激
増

す
る
以
前
の
国
立
大
学
に
お
け
る
留
学
生
に
関
す
る
問
題
は
“

ほ
ぼ
国
費
留
学
生
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
国
費
留
学
生
に
つ
い
て
、
制
度
の
発
足
当
時
か
ら
常
に
間
題

と
な
っ
て
き
た
も
の
の
一
つ
が
、
研
究
留
学
生
の
日
本
語
力
で

あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
学
部
留
学
生
に
対
す
る
予
備
教
育
に
つ

い
て
も
、
問
題
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
全
体
の
数
が

少
な
く
、
ま
た
、
一
年
に
わ
た
っ
て
か
な
り
き
め
の
細
か
い
予

備
教
育
が
行
わ
れ
て
き
た
の
で
、
こ
と
日
本
語
に
関
し
て
は
、

そ
の
成
果
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
一
方
、
研

究
留
学
生
に
対
す
る
予
備
教
育
は
六
か
月
し
か
な
く
、
そ
れ
も

夏
休
み
か
冬
休
み
、
さ
ら
に
は
春
休
み
を
含
ん
で
の
期
間
で
あ

る
か
ら
、
実
質
四
か
月
前
後
の
日
本
語
教
育
し
か
受
け
な
い
。

ま
た
、
学
部
留
学
生
（
来
日
時
は
十
八
歳
前
後
）
に
比
べ
て
年

齢
も
高
く
語
学
習
得
に
柔
軟
性
を
欠
く
。
さ
ら
に
は
、
予
備
教

育
機
関
が
大
阪
外
国
語
大
学
一
校
で
あ
っ
た
七
十
年
代
に
お
い

て
さ
え
、
受
入
れ
留
学
生
数
が
ど
ん
ど
ん
増
加
し
、
教
育
体
制

が
そ
れ
に
つ
い
て
い
か
な
か
っ
た
と
い
・
つ
事
情
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
大
阪
外
国
語
大
学
留
学
生
別
科
を
終
え
た
研
究

生
を
受
入
れ
る
多
く
の
犬
学
に
お
い
て
、
意
志
疎
通
の
面
で
、

あ
る
い
は
研
究
を
進
め
る
上
で
、
そ
の
日
本
語
力
に
対
す
る
不

満
が
た
え
ず
噴
き
出
し
、
そ
の
解
決
が
急
が
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
　
b
、
開
講
ま
で
の
経
緯

　
二
の
よ
う
な
状
況
は
一
橋
大
学
に
お
い
て
も
同
様
で
、
そ
の

上
、
当
時
は
日
本
語
日
本
事
情
教
官
も
留
学
生
担
当
教
官
も
い

な
か
っ
た
か
ら
、
当
然
日
本
語
ク
ラ
ス
も
存
在
し
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
状
況
下
で
、
一
橋
大
学
で
は
、
七
九
年
十
一
月
か
ら

八
十
年
三
月
ま
で
の
間
、
外
部
か
ら
日
本
語
講
師
を
呼
ん
で
、
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週
一
回
二
時
閻
の
課
外
補
講
を
実
験
的
に
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

補
講
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
成

果
を
昭
和
五
十
五
年
度
の
「
留
学
生
交
流
研
究
協
藩
会
」
（
六
月

二
六
・
二
七
両
日
に
北
海
道
大
学
で
行
わ
れ
た
）
に
お
い
て
発

表
し
、
そ
の
席
で
、
留
学
生
の
た
め
の
地
域
毎
の
日
本
語
課
外

補
講
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
必
要
性
を
提
案
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
機
は
熟
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
か
、
あ
る
い
は
当
時
そ
こ
に

出
席
し
て
い
た
関
係
老
（
一
橋
大
学
か
ら
は
山
澤
教
授
）
の
熱

意
が
通
じ
た
と
い
う
べ
き
か
、
こ
の
提
案
に
対
し
て
東
京
外
国

語
大
学
附
属
日
本
語
学
校
（
府
中
キ
ャ
ン
バ
ス
）
か
ら
、
そ
の

実
施
に
協
力
す
る
と
い
う
申
し
出
が
あ
り
、
ま
た
文
部
省
か
ら

も
予
算
面
で
の
協
力
約
束
が
得
ら
れ
た
の
で
、
早
速
、
そ
の
年

の
十
月
か
ら
一
橋
大
学
と
主
に
そ
の
近
隣
の
大
学
、
つ
ま
り
は

多
摩
地
区
の
大
学
、
東
京
学
芸
大
学
、
東
京
農
工
大
学
、
電
気

通
信
大
学
、
中
央
犬
学
、
日
本
女
子
大
学
に
在
籍
す
る
留
学
生

を
対
象
に
、
毎
週
土
曜
日
の
午
後
三
時
問
、
一
橋
大
学
の
国
立

本
校
で
日
本
語
課
外
補
講
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
↓

　
C
、
実
施
期
問
・
実
施
形
態
・
担
当
講
師

　
国
立
本
校
に
お
け
る
日
本
語
課
外
補
講
は
、
昭
和
五
十
五
年

十
月
に
始
ま
り
、
昭
和
六
十
一
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
た
。
実

施
形
態
と
し
て
は
、
一
年
を
前
期
（
四
月
～
九
月
、
四
学
期
目

か
ら
は
四
～
七
月
）
と
後
期
（
十
月
～
三
月
、
四
学
期
目
か
ら

は
十
月
～
一
月
）
に
分
け
て
、
学
期
単
位
で
授
業
内
容
を
組
み

立
て
た
の
で
、
通
算
し
て
六
年
半
、
十
三
学
期
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
毎
学
期
の
始
め
に
ク
ラ
ス
分
け
テ
ス
ト
を
行
い
、
第
一
回
目

だ
け
ニ
ク
ラ
ス
で
実
施
し
た
以
外
は
、
A
（
初
級
）
、
B
（
中

級
、
非
漢
字
系
）
、
C
（
中
級
、
漢
字
系
）
の
三
ク
ラ
ス
に
学
生

を
配
分
し
て
授
業
を
行
っ
た
。
五
十
七
年
度
前
期
か
ら
、
修
了

時
に
修
了
証
明
書
、
あ
る
い
は
学
習
証
明
書
を
授
与
す
る
こ
と

に
し
た
。
修
了
証
明
書
は
、
一
年
以
上
そ
の
ク
ラ
ス
に
在
籍
し
、

出
席
率
が
五
〇
％
以
上
で
そ
の
学
力
（
初
級
、
ま
た
は
中
級
修

了
程
度
）
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
、
学
習
証
明
書
は
、
在
籍
一

年
以
上
で
出
席
率
が
七
〇
％
を
越
え
る
老
に
与
え
ら
れ
た
。

　
講
師
は
、
東
京
外
国
語
大
学
附
属
日
本
語
学
校
に
お
い
て
専

任
の
日
本
語
教
官
の
中
か
ら
選
考
し
、
派
遣
し
た
。
つ
い
で
な

が
ら
、
筆
老
は
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
、
日
本
語
学
校
か
ら
派
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表1日本語課外補講参加老数一クラス別一

クラス名
A B C 計

年度

55 後期 10 11 21

56

57

58

59

60

61

29　（4）1’一’一＝一1■■■22（1O）

計 248（57） 227（38） 271（42） 746（137）

（）内は，修了老数を示す。

　　　　　　　　　　　一橋犬学学生部学務…桑資料

遣
さ
れ
て
補
講
ク
ラ
ス
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
終
了
時
ま
で
課
外
補
講
に
あ
た
っ
た
。
当
時
、
目
本

語
学
校
で
は
、
こ
の
課
外
補
講
は
自
分
た
ち
の
教
育
の
責
任
範

囲
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
毎
年
教
官
会
議

に
お
い
て
報
告
さ
れ
、
派
遣
講
師
が
都
合
の
悪
い
時
は
代
理
の

講
師
を
た
て
る
な
ど
し
て
、
終
始
一
貫
、
学
校
業
務
と
し
て
扱

う
と
い
う
方
針
を
堅
持
し
た
。

　
d
、
参
加
老
数
・
所
属
大
学

　
表
1
に
、
課
外
補
講
の
参
加
老
数
を
各
学
期

毎
に
ク
ラ
ス
別
で
示
し
た
。
ま
た
、
五
十
七
年

度
か
ら
は
修
了
証
明
書
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た

の
で
、
そ
の
数
が
括
弧
内
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
見
れ
ぱ
わ
か
る
よ
う
に
、
参
加
老
数

は
年
を
追
う
毎
に
急
上
昇
し
、
六
十
一
年
か
ら

六
十
二
年
に
か
け
て
は
最
初
の
こ
ろ
の
四
・
四

倍
に
達
し
て
い
る
。
最
後
の
学
期
が
や
や
減
少

し
た
の
は
、
こ
の
年
を
も
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

終
了
す
る
こ
と
が
各
大
学
に
前
も
っ
て
通
知
さ

れ
、
新
規
の
受
講
は
差
し
控
え
る
よ
う
要
請
さ

れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　
表
2
に
、
参
加
老
の
所
属
大
学
別
の
人
数
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
一
橋
大
学
、
東
京
農
工
大
学
、
東
京
学
芸
犬
学
、
電
気
通

信
大
学
（
六
十
年
度
か
ら
は
学
内
で
補
講
ク
ラ
ス
を
開
く
よ
う

に
な
り
、
以
後
参
加
老
な
し
）
、
中
央
大
学
な
ど
、
近
隣
の
大
学

か
ら
の
参
加
者
が
多
数
を
占
め
る
の
は
当
然
と
し
て
、
次
第
に
、
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遠
く
は
埼
玉
大
学
、
あ
る
い
は
都
心
の
東
京
大
学
、
東
京
医
科

歯
科
大
学
、
東
京
芸
術
大
学
か
ら
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
e
、
意
義
・
成
果

　
や
や
否
定
的
な
言
い
方
か
ら
始
め
る
が
、
大
阪
外
国
語
犬
学

で
の
日
本
語
学
習
を
引
き
継
ぎ
、
そ
れ
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
し
た
も
の
の
、
何
分
週
一
回
三
時
間
で
、
一
学
期

十
三
、
四
回
が
平
均
回
数
で
あ
っ
た
か
ら
、
合
計
し
て
も
四
〇

時
間
前
後
、
一
年
間
で
は
八
○
時
間
で
、
決
し
て
十
分
な
時
間

数
で
は
な
く
、
全
体
的
に
特
に
目
立
っ
た
成
果
が
あ
っ
た
と
は

言
い
に
く
い
。

　
ま
た
、
学
期
始
め
の
出
席
老
数
は
確
か
に
多
か
っ
た
が
、
実

際
に
一
年
後
に
修
了
書
を
も
ら
う
の
は
表
ー
の
通
り
で
、
脱
落

老
が
か
な
り
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
単
位
に
結
び
つ
か
な
い
土
曜
日
午
後
の
こ
の
よ
う
な

補
講
ク
ラ
ス
に
、
一
年
間
通
い
通
す
こ
と
自
体
が
努
力
を
要
す

る
こ
と
で
、
最
後
ま
で
続
け
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

決
し
て
責
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。
と
り
あ
え
ず
右

の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
課
外
補
講
の
意
義
は
ど
こ
に
あ
っ

た
か
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
こ
の
課
外
補
講
は
留
学
生
か
ら
も
近
隣
犬
学

の
留
学
生
関
係
老
か
ら
も
文
句
な
し
に
歓
迎
さ
れ
、
感
謝
さ
れ

た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
一
つ
は
っ
き
り
言
え
る
こ
と
は
、
当
時
、

多
摩
地
区
に
限
ら
ず
、
国
立
私
立
の
区
別
な
く
他
大
学
の
留
学

生
に
も
開
放
さ
れ
て
い
た
、
し
か
も
無
料
の
日
本
語
補
講
ク
ラ

ス
は
一
橋
大
学
を
措
い
て
他
に
は
な
く
、
そ
れ
が
、
日
本
語
に

つ
い
て
ま
だ
自
信
の
も
て
な
い
研
究
留
学
生
に
と
っ
て
、
い
わ

ぱ
「
日
本
語
の
駆
け
込
み
寺
」
的
役
割
を
担
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
そ
こ
へ
行
け
ぱ
専
門
の
日
本
語
教
師
が
い
て
、
自
分

た
ち
の
不
十
分
な
日
本
語
を
理
解
し
、
そ
れ
に
対
応
し
た
授
業

を
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
と
信
頼
が
学
生
の
間
に
あ

っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
駆
け
込
み
寺
と
し
て
の
日

本
語
ク
ラ
ス
」
、
こ
れ
が
こ
の
課
外
補
講
の
第
一
の
意
義
で
あ

っ
た
。

　
次
に
、
そ
う
し
た
心
理
的
な
も
の
を
除
い
て
は
具
体
的
成
果

が
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
こ
と
を
示

し
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
は
、
昨
年
度
経
済
学
博
士
号
を
授

与
さ
れ
た
イ
ン
ド
の
ア
ニ
ル
・
コ
シ
ュ
ラ
氏
と
韓
国
の
任
干
錫

氏
は
、
二
人
と
も
こ
の
課
外
補
講
ク
ラ
ス
の
熱
心
な
受
講
老
で
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あ
っ
た
し
（
ア
ニ
ル
氏
は
一
九
八
一
年
～
八
二
年
、
任
氏
は
八

三
年
）
、
ま
た
、
一
九
八
八
年
の
法
学
部
主
催
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
教
授
と
し
て
参
加
し
報
告
を
行
っ
た

ス
ダ
．
ワ
チ
ャ
ラ
バ
タ
ナ
ク
ル
女
史
も
、
か
つ
て
中
央
大
学
か

ら
課
外
補
講
に
通
っ
て
き
た
一
人
な
の
で
あ
る
（
一
九
八
二
年

～
八
三
年
）
。
ま
た
、
現
在
イ
タ
リ
ア
の
日
本
語
教
育
界
の
指

導
的
立
場
に
あ
る
バ
オ
ロ
・
カ
ル
ベ
ヅ
テ
イ
氏
も
、
杜
会
学
部

研
究
科
に
在
籍
し
て
き
た
当
時
、
こ
の
課
外
補
講
に
通
っ
て
い

る
（
一
九
八
二
年
度
）
。
そ
し
て
、
こ
の
四
名
は
そ
れ
ぞ
れ
に
・

初
級
、
な
い
し
中
級
の
修
了
書
を
与
え
ら
れ
た
。

　
課
外
補
講
ク
ラ
ス
に
通
っ
た
か
ら
日
本
語
が
上
達
し
た
、
そ

し
て
そ
の
後
の
成
果
に
つ
な
が
っ
た
と
主
張
す
る
つ
も
り
は
毛

頭
な
い
。
だ
が
、
日
本
語
の
大
切
さ
を
十
分
に
認
識
し
た
留
学

生
が
い
て
、
そ
の
人
た
ち
の
た
め
に
た
と
え
少
な
い
時
間
で
も
、

一
橋
大
学
が
学
習
の
場
を
用
意
し
て
い
た
こ
と
の
意
義
は
決
し

て
小
さ
く
は
な
い
。
と
同
時
に
、
こ
う
し
た
留
学
生
の
存
在
は
、

そ
の
最
終
目
標
が
何
で
あ
ろ
う
と
、
最
初
は
日
本
語
学
習
と
い

う
、
餐
の
河
原
の
石
積
み
と
も
思
え
る
よ
う
な
努
力
を
重
ね
る

こ
と
な
く
し
て
は
、
目
標
達
成
は
お
ぽ
つ
か
な
い
こ
と
を
如
実

に
示
し
て
も
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
こ
の
課
外
補
講
は
担
当
講
師
の
努
力
に
よ
っ
て

と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
」
橋
大
学
の
当
時
の
学
生
部
長
お
よ

び
学
生
部
の
担
当
職
員
の
熱
意
と
協
力
で
六
年
半
も
存
続
し
、

成
果
を
挙
げ
て
き
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
ク
ラ
ス
が
、
時
に
は
一
橋
祭
の
最
中
に
も
教
室
を
変
更
し

て
実
施
さ
れ
た
と
聞
け
ぱ
、
そ
の
意
気
ご
み
が
理
解
し
て
も
ら

え
る
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
中
心
と
な
っ
て
働
い
て
く
れ
た
学
務

課
の
八
巻
氏
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
修
了
し
た
時
の
バ
ー
テ
イ
ー

で
、
課
外
補
講
が
続
い
て
い
る
問
、
自
分
に
は
土
曜
日
の
午
後

は
な
か
っ
た
と
述
懐
し
、
と
同
時
に
、
や
り
が
い
の
あ
る
貴
重

な
試
み
で
あ
つ
た
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
そ
う
し
た
人
た
ち
の
支

え
と
理
解
が
な
く
て
は
こ
の
課
外
補
講
は
成
立
し
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　
最
後
に
一
つ
、
こ
れ
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
め
く
が
、
埋
も
れ
た
ま

ま
に
し
て
お
く
の
は
残
念
な
の
で
こ
こ
に
記
す
。
一
緒
に
課
外

補
講
を
担
当
し
た
か
つ
て
の
同
僚
の
話
だ
が
、
あ
る
日
彼
女
の

初
級
の
。
ク
ラ
ス
に
、
留
学
生
と
共
に
一
橋
大
学
の
法
学
部
教
授

が
や
っ
て
来
て
、
こ
の
学
生
の
日
本
語
の
指
導
方
法
が
ど
う
し
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て
も
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
授
業
を
聞
き
参
考
に
さ
せ
て
ほ
し
い

と
、
申
し
出
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
結
局
、
そ
の
教
授
は

ま
る
ま
る
三
時
間
、
自
分
の
指
導
す
る
学
生
の
側
に
座
り
つ
づ

け
、
授
業
の
様
子
を
つ
ぷ
さ
に
ノ
ー
ト
に
取
っ
て
い
っ
た
そ
う

で
あ
る
。
同
僚
の
教
師
が
、
そ
の
法
学
部
教
授
の
熱
心
さ
と
留

学
生
へ
の
責
任
感
と
に
感
激
し
た
二
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
一
橋
大
学
の
教
官
の
留
学
生
へ
の
取
組

み
ぶ
り
を
示
す
象
徴
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
日
本
語
学
校
の

中
に
伝
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
か
つ
て

の
同
僚
は
教
授
の
名
前
を
覚
え
て
い
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
は
と

も
か
く
、
筆
者
に
は
こ
れ
こ
そ
が
、
一
橋
大
学
に
お
け
る
留
学

生
教
育
の
原
点
で
は
な
い
か
と
、
今
も
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

　
（
2
）
前
期
科
目
・
後
期
科
目
の
時
代
（
一
九
八
七
年
～
一
九

九
一
年
）

　
a
、
新
し
い
日
本
語
教
育
体
制
の
確
立

　
八
七
年
一
月
を
も
っ
て
、
多
摩
地
区
の
大
学
に
在
籍
す
る
留

学
生
を
対
象
と
し
た
日
本
語
課
外
補
講
は
そ
の
六
年
半
の
歴
史

を
閉
じ
た
。
閉
講
の
直
接
の
理
由
は
、
一
橋
大
学
に
も
日
本
語

日
本
事
情
教
官
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
（
八
六
年
十
月
よ
り
筆
老

が
着
任
）
、
お
よ
ぴ
近
隣
の
大
学
で
も
同
様
の
状
況
が
進
展
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
日
本
語
教
育
の
体
制
が
整
っ
た
た
め

で
あ
る
。
こ
う
し
て
一
橋
犬
学
に
お
い
て
も
、
八
七
年
四
月
か

ら
小
平
キ
ャ
ン
バ
ス
と
国
立
キ
ャ
ン
パ
ス
の
双
方
に
お
い
て
、

一
橋
犬
学
在
籍
の
留
学
生
の
み
を
対
象
と
し
た
専
任
教
官
に
よ

る
日
本
語
教
育
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
b
、
実
施
形
態
・
ク
ラ
ス
の
種
類
・
コ
マ
数
な
ど

　
小
平
で
学
ぷ
留
学
生
は
、
原
則
と
し
て
留
学
生
特
別
選
考
試

験
に
合
格
し
、
正
規
の
学
部
生
と
し
て
入
学
し
日
本
人
学
生
と

同
じ
条
件
で
勉
学
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
日
本
語
の
能
力
に

し
て
も
入
学
前
に
日
本
人
に
匹
敵
す
る
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る

こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
も
八
六
年
以
前
に
は
、

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
ク
ラ
ス
が
ま
っ
た
く
設
け
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
現
実
に
は
、
ま
だ
不
十
分
な
点
も

多
く
、
ま
た
、
特
別
選
抜
試
験
を
受
け
ず
に
入
学
す
る
政
府
派

遣
留
学
生
の
場
合
な
ど
、
学
生
に
よ
っ
て
日
本
語
能
力
に
ば
ら

つ
き
が
あ
っ
た
た
め
、
前
期
科
目
と
し
て
、
そ
し
て
外
国
人
留

学
生
の
履
修
特
例
科
目
の
ひ
と
つ
と
し
て
日
本
語
が
開
講
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
表
3
）
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表3　クラス別一週間のコマ数

年度 1987 1988 1989 1990 1991 1992

クラス名 （予定）

小平キャンバス

日本語A（1年必修） 1 1 1 1 ユ 1
日本語B（2年必修） 1 1 1 1 1 工

日本語C（選択） 1 1 1
日本語D（選択） 1 1
国立キャンパス

日本語1（初級） 1 3 3 2 2 3
日本語2（中級） 1 2 2 2 2 3
日本語3（上級） 1 1 1 2 2 2
日本語4（特殊） 1 1 1

（特殊） 1 O．5 O．5

（特殊） 1

　
一
方
、
国
立
キ
ャ
ン
バ
ス
に
お
け
る
日
本
語
科
目
は
、
後
期

課
程
の
各
学
部
共
通
専
門
科
目
（
外
国
語
科
目
）
と
し
て
開
講

さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
開
講
当
時
か
ら
日
本
語
1
（
初

級
）
、
日
本
語
2
（
中
級
）
、
日
本
語
3
（
上
級
）
の
三
レ
ベ
ル

の
ク
ラ
ス
が
あ
り
、
九
十
年
度
か
ら
は
日
本
語
4
（
特
殊
）
が

新
た
に
加
わ
っ
た
。

　
表
3
を
見
れ
ぱ
わ
か
る
よ
う
に
、
一
週
問
の
コ
マ
数
は
、
八

七
年
度
は
各
ク
ラ
ス
一
コ
マ
（
九
五
分
）
で
、
課
外
補
講
時
代

よ
り
も
教
育
体
制
が
弱
体
化
し
た
が
、
そ
の
後
、
年
を
追
う
に

つ
れ
て
少
し
ず
つ
増
加
し
、
九
十
年
以
降
に
な
っ
て
や
っ
と
そ

れ
を
上
回
る
時
問
数
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
非
常
勤
講
師
が
一
名

確
保
で
き
た
こ
と
（
八
八
年
度
か
ら
）
、
留
学
生
専
門
教
官
の
う

ち
一
人
が
日
本
語
の
専
門
家
で
も
あ
っ
た
の
で
、
一
～
ニ
コ
マ

担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
（
八
八
年
度
か
ら
）
、
お
よ
ぴ
日

本
語
日
本
事
情
教
官
が
二
名
に
増
員
し
た
こ
と
（
九
十
年
度
か

ら
）
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
。

　
な
お
、
日
本
語
1
，
2
，
3
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

年
に
よ
っ
て
実
施
形
態
を
い
ろ
い
ろ
と
実
験
的
に
変
え
た
。

（
例
え
ぱ
、
週
ニ
コ
マ
の
場
合
、
連
続
し
て
行
う
か
日
を
分
け
る
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か
、
あ
る
い
は
通
年
で
行
う
か
ゼ
メ
ス
タ
ー
を
夏
・
冬
学
期
繰

り
返
す
か
、
な
ど
）
。
そ
の
結
果
、
現
在
は
、
日
本
語
1
，
2
，

3
に
つ
い
て
は
ぜ
メ
ス
タ
ー
、
日
本
語
4
に
つ
い
て
は
通
年
に

な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
表
3
で
は
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
通
年
の

コ
マ
数
に
換
算
し
て
示
し
た
。

　
C
、
受
講
老

　
前
期
科
目
と
し
て
の
日
本
語
A
と
日
本
語
B
は
必
修
科
目
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
学
年
に
在
籍
す
る
留
学
生
全
員
が
受
講
す
る

こ
と
に
な
る
。
学
部
生
の
漸
増
を
反
映
し
て
、
こ
の
五
年
間
に

二
倍
近
く
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
日
本
語
力
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
所
定
の
水
準
に
達
し
て
い
る
学
生
た
ち
が
中
心
な
の
で
、

後
期
科
目
の
日
本
語
ク
ラ
ス
に
生
ず
る
よ
う
な
問
題
は
な
い
。

問
題
が
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
よ
り
長
い
日
本
語
準
備
期
間
（
一
年

半
～
二
年
）
を
経
て
受
験
す
る
私
費
留
学
生
（
特
に
中
国
か
ら

の
学
生
）
の
比
重
が
ど
ん
ど
ん
高
ま
り
、
一
年
間
の
予
備
教
育

し
か
受
け
な
い
で
入
学
す
る
国
費
留
学
生
（
中
国
以
外
の
非
漢

字
系
が
多
い
）
と
の
格
差
が
目
立
ち
始
め
て
い
る
こ
と
と
、
本

国
で
予
備
教
育
を
受
け
、
入
学
試
験
を
経
ず
に
直
接
配
置
さ
れ

る
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
派
遣
留
学
生
（
今
後
は
こ
れ
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
も
加
わ
る
で
あ
ろ
う
）
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
国
立
キ
ャ
ン
バ
ス
で
開
講
さ
れ
る
日
本
語
ク
ラ
ス
は
後
期
外

国
語
科
目
で
あ
る
か
ら
、
学
部
三
、
四
年
に
在
籍
す
る
留
学
生

は
も
ち
ろ
ん
、
学
都
レ
ベ
ル
の
交
換
留
学
生
や
研
究
留
学
生
、

大
学
院
生
、
さ
ら
に
は
聴
講
生
も
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
っ
と
も
、
学
部
の
三
、
四
年
生
に
は
す
で
に
必
要
の
な
い
科

目
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
研
究
留
学
生
と
交
換
学
生
に
向
け
て

の
科
目
と
い
っ
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
か
つ
て
の
課
外
補
講
の
対

象
で
あ
っ
た
留
学
生
た
ち
が
、
今
は
日
本
語
1
～
4
に
出
席
し

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
表
1
で
は
課
外
補
講
時
代
の
参
加
数
と
修
了
老

数
を
示
し
た
が
、
日
本
語
1
～
4
に
つ
い
て
は
同
様
の
正
確
な

数
字
を
示
す
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
。
と
い
う
の
は
、
多
く
の

研
究
留
学
生
は
日
本
語
学
習
を
単
位
取
得
と
結
ぴ
つ
け
て
考
え

な
い
か
ら
、
出
席
者
全
員
が
履
修
届
を
出
す
と
は
限
ら
ず
、
履

修
老
名
簿
と
実
際
の
出
席
者
と
が
一
致
し
な
い
。
ま
た
、
研
究

留
学
生
は
、
四
月
と
十
月
と
に
分
か
れ
て
入
学
す
る
た
め
、
通

年
授
業
の
場
合
で
も
、
途
中
か
ら
新
規
の
出
席
老
が
ど
っ
と
増

え
、
受
講
老
の
顔
ぷ
れ
が
か
な
り
入
れ
替
わ
っ
た
り
す
る
（
こ
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れ
は
、
ゼ
メ
ス
タ
ー
制
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
な
り

改
善
さ
れ
た
）
。
た
だ
、
九
一
年
度
夏
学
期
に
つ
い
て
言
え
ば
、

日
本
語
ー
は
二
二
名
、
日
本
語
2
は
三
一
名
、
日
本
語
3
は
一

七
名
、
合
計
六
〇
名
あ
ま
り
が
国
立
の
日
本
語
ク
ラ
ス
に
出
席

し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

　
d
、
授
業
内
容

　
日
本
語
科
目
の
講
義
内
容
は
、
前
期
お
よ
ぴ
後
期
の
講
義
要

項
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
た

だ
、
前
期
の
授
業
内
容
は
少
な
く
と
も
一
年
間
の
日
本
語
集
中

教
育
（
東
京
外
国
語
大
学
日
本
語
学
校
τ
の
教
育
に
相
当
）
、
後

期
の
授
業
内
容
は
六
か
月
の
集
中
日
本
語
教
育
（
九
大
学
の
留

学
生
教
育
セ
ン
タ
ー
で
の
教
育
に
相
当
）
を
す
で
に
受
け
て
い

る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
記
し
て
お
き
た

い
。
後
期
の
日
本
語
ー
を
初
級
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
便
宜

的
な
名
称
で
あ
っ
て
、
決
し
て
ま
っ
た
く
の
初
心
者
を
想
定
し

た
授
業
内
容
で
は
な
い
。

　
な
お
、
時
問
数
の
少
な
い
ク
ラ
ス
で
は
、
漢
字
・
語
彙
・
文

法
の
習
得
と
、
各
技
能
（
聞
く
・
話
す
・
読
む
・
書
く
）
の
養

成
と
は
分
離
し
て
は
指
導
で
き
な
い
た
め
に
総
合
的
に
進
め
ら

れ
る
が
、
あ
る
段
階
に
達
す
れ
ば
、
受
講
考
の
目
的
や
弱
点
に
．

応
じ
た
授
業
内
容
を
考
え
る
必
要
が
出
て
く
る
。
九
十
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
日
本
語
4
（
特
殊
）
は
、
そ
の
方
向
へ
一
歩
踏
み

出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
例
え
ぱ
、
日
本
語
4
（
特
殊
）
C
A
I
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

フ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て
文
法
練
習
や
漢
字
練
習
等
を
行
お
う
と

い
う
試
み
で
あ
り
、
日
本
語
4
（
特
殊
）
総
合
は
、
専
門
教
育

教
官
と
協
力
し
て
、
専
門
内
容
の
講
義
と
日
本
語
教
育
を
結
ぴ

つ
け
、
日
本
語
の
技
能
を
総
合
的
に
養
成
し
よ
う
と
し
た
意
欲

的
な
試
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

し
た
留
学
生
専
門
教
官
中
村
重
穂
氏
の
報
告
が
あ
る
。

　
（
3
）
こ
れ
ま
で
の
十
年
の
評
価
と
反
省

　
以
上
、
一
橋
大
学
に
日
本
語
課
外
補
講
ク
ラ
ス
が
で
き
て
か

ら
の
十
年
（
正
確
に
は
十
一
年
）
の
歩
み
を
記
し
て
き
た
わ
け

で
あ
る
が
、
次
に
評
価
す
べ
き
点
と
残
さ
れ
て
い
る
問
題
を
ま

と
め
る
。

　
A
　
評
価
す
べ
き
点

　
a
、
「
駆
け
込
み
寺
」
と
し
て
の
日
本
語
ク
ラ
ス
・
「
正
規
科

目
」
と
し
て
の
日
本
語
ク
ラ
ス
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八
十
年
代
前
半
の
課
外
補
講
ク
ラ
ス
が
、
日
本
語
が
ま
だ
十

分
で
な
い
多
摩
地
区
の
留
学
生
に
と
っ
て
、
一
種
の
「
駆
け
込

み
寺
」
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
そ

の
後
、
一
橋
大
学
生
だ
け
を
対
象
に
し
た
後
期
外
国
語
科
目
と

し
て
の
日
本
語
ク
ラ
ス
も
、
基
本
的
に
は
そ
う
い
っ
た
面
を
残

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
半
年
の
集
中
教
育
を
終
え
た
ぱ
か
り
で
、

専
門
の
講
義
や
ゼ
ミ
に
出
て
も
十
分
に
は
つ
い
て
い
け
な
い
研

究
留
学
生
に
と
っ
て
は
、
国
立
の
日
本
語
の
ク
ラ
ス
は
、
時
間

数
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
単
に
日
本
語
を
学
ぶ
場
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
留
学
生
の
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
場

と
も
な
っ
て
い
る
二
と
だ
ろ
う
。

　
た
だ
、
日
本
語
科
目
が
い
わ
ゆ
る
「
補
講
」
か
ら
「
外
国
語

科
目
と
し
て
の
日
本
語
」
に
な
っ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。

他
の
多
く
の
大
学
で
は
、
今
も
研
究
留
学
生
の
た
め
の
日
本
語

を
「
補
講
」
と
し
、
正
規
の
科
目
と
違
っ
た
扱
い
を
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
一
見
親
切
な
対
応
の
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
、
留

学
生
を
一
般
日
本
人
学
生
と
違
っ
た
目
で
見
る
一
種
の
差
別
観

の
反
映
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
一
橋
大
学
で
日
本
語
科
目
が

い
ち
早
く
外
国
語
科
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
高

く
評
価
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
b
、
学
部
・
課
程
の
枠
を
越
え
た
日
本
語
教
育
責
任
体
制

　
課
外
補
講
時
代
終
了
直
後
の
年
は
、
日
本
語
教
育
を
担
当
す

る
老
は
筆
者
一
人
で
あ
り
、
そ
れ
が
前
期
課
程
の
日
本
語
教
育

と
後
期
課
程
の
日
本
語
教
育
を
担
当
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
研

究
留
学
生
対
象
の
日
本
語
教
育
は
、
時
間
数
か
ら
言
え
ぱ
、
課

外
補
講
時
代
よ
り
か
な
り
弱
体
化
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
も
日
本

語
日
本
事
情
教
官
が
二
人
と
な
り
、
ま
た
、
経
済
学
部
の
留
学

生
専
門
教
官
の
協
力
が
得
ら
れ
て
、
ク
ラ
ス
数
も
時
間
数
も
毎

年
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
る
。

　
実
は
こ
れ
は
、
一
橋
大
学
の
場
合
、
日
本
語
日
本
事
情
教
官

が
前
期
課
程
の
教
育
だ
け
で
な
く
、
全
学
の
日
本
語
教
育
に
責

任
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
留
学
生
専
門
教
官
が
学
部
の
枠

を
越
え
て
、
全
学
の
留
学
生
を
対
象
に
教
育
や
そ
の
任
務
に
当

た
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
協

力
責
任
体
制
も
他
の
犬
学
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
、
一
橋
大

学
の
き
わ
め
て
優
れ
た
特
色
で
あ
る
。

　
C
、
ぜ
メ
ス
タ
ー
制
の
導
入

　
課
外
補
講
時
代
は
、
学
期
毎
に
修
了
書
を
出
し
て
い
た
か
ら
、

泌
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い
わ
ば
全
ク
ラ
ス
が
ぜ
メ
ス
タ
ー
制
で
や
っ
て
い
た
わ
け
だ
が
、

後
期
科
目
と
な
っ
て
か
ら
の
日
本
語
は
九
十
年
以
降
、
初
め
て

各
レ
ベ
ル
に
夏
・
冬
の
ぜ
メ
ス
タ
ー
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
十
月
入
学
老
が
あ
る
と
い
う
外
的
事
情

か
ら
も
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
は
短
期
集
中
的
に
や
っ

て
次
に
進
む
と
い
う
や
り
方
の
方
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら

も
、
ゼ
メ
ス
タ
ー
制
の
活
用
は
今
後
も
続
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
d
、
授
業
内
容
や
教
材
の
充
実

　
先
に
挙
げ
た
中
村
講
師
の
総
合
日
本
語
は
、
専
門
科
目
教
官

と
連
携
を
と
っ
て
の
意
欲
的
な
試
み
と
し
て
評
価
に
値
し
よ
う
。

ま
た
氏
は
、
専
門
科
目
教
官
の
協
力
を
得
て
、
各
専
門
分
野
の

基
本
語
彙
表
の
作
成
に
着
手
し
た
が
、
本
人
が
外
国
に
転
出
し

た
た
め
、
こ
れ
を
ど
う
発
展
さ
せ
る
か
は
後
に
残
っ
た
老
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
特
筆
す
べ
き
は
、
特
別
経
費
を

得
て
C
A
I
室
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
同
時
に
、
そ

の
た
め
の
自
前
の
日
本
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
い
く
つ
か
開
発

で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
日
本
語
学
習
ソ
フ
ト
の
開
発
を

進
め
て
、
さ
ら
に
内
容
を
充
実
し
て
い
く
よ
う
努
め
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
が
、
そ
の
突
破
口
は
で
き
た
と
い
え
る
。

　
B
　
残
さ
れ
て
い
る
問
題

　
a
、
留
学
生
の
増
加
と
そ
れ
に
対
す
る
対
策

　
大
学
の
留
学
生
受
け
入
れ
人
数
の
急
増
に
と
も
な
い
、
日
本

語
ク
ラ
ス
の
参
加
老
も
増
加
し
、
後
期
課
程
で
は
今
で
は
五
年

前
の
三
倍
と
い
う
盛
況
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
効
果
的
な
日
本

語
教
育
を
考
え
た
場
合
、
一
ク
ラ
ス
一
五
名
が
限
度
（
理
想
的

に
は
八
名
以
内
）
で
あ
る
か
ら
、
個
々
の
学
生
に
対
す
る
き
め

細
か
い
指
導
が
す
で
に
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
受
入
れ
数
を
増
や
し
続
け
る
の
か
、
そ
れ
と
も
質
の
向
上
に

重
点
を
置
く
の
か
、
根
本
的
な
検
討
が
必
要
な
時
期
に
な
っ
て

い
る
。

　
b
、
留
学
生
の
日
本
語
能
力
差
と
そ
れ
に
対
す
る
対
策

　
同
じ
条
件
の
も
と
で
勉
強
し
て
き
た
留
学
生
な
ら
、
ク
ラ
ス

の
人
数
が
多
少
増
え
て
も
、
教
え
る
上
で
は
そ
れ
ほ
ど
支
障
が

な
い
。
だ
が
、
特
に
後
期
ク
ラ
ス
出
席
者
の
本
国
で
の
日
本
語

学
習
は
、
期
問
や
内
容
の
点
で
千
差
万
別
で
あ
り
、
同
じ
ク
ラ

ス
で
は
処
理
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
以
前
に
は
一
人
ま

た
は
二
人
相
手
の
補
習
ク
ラ
ス
を
や
る
余
裕
が
あ
っ
た
が
、
今

後
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
各
国
か
ら
の
条
件
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
換
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学
生
が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
対
応
策
が
検
討
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
C
、
留
学
生
の
目
的
に
対
応
す
る
教
育

　
一
橋
大
学
で
学
ぷ
留
学
生
の
専
門
は
杜
会
科
学
の
分
野
に
限

ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
時
間
的
な
制
約
か
ら
も
、
ま
た
学
生
の
必

要
度
か
ら
も
、
専
門
分
野
に
で
き
る
だ
け
早
く
到
達
す
る
た
め

の
効
率
的
な
日
本
語
教
育
が
模
索
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

は
、
「
目
的
別
日
本
語
教
育
」
と
い
う
こ
と
で
、
近
年
特
に
言
わ

れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
特
に
、
工
学
系
の
た
め
の
日
本
語

教
育
は
、
慶
応
大
学
や
東
京
大
学
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
な
試
み
や

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

調
査
が
な
さ
れ
て
い
て
、
一
歩
進
ん
で
い
る
と
い
う
感
じ
が
あ

る
が
、
杜
会
科
学
系
は
と
い
う
と
、
一
橋
大
学
を
含
め
て
、
目

的
別
日
本
語
教
育
は
大
き
く
遅
れ
て
い
る
。
a
，
b
の
問
題
に

追
わ
れ
て
、
後
回
し
に
さ
れ
て
き
た
と
も
言
え
る
が
、
こ
れ
こ

そ
杜
会
科
学
の
総
合
大
学
た
る
一
橋
犬
学
が
取
り
組
む
課
題
で

あ
ろ
う
。

　
d
、
留
学
生
の
日
本
語
力
に
対
す
る
評
価
の
問
題

　
課
外
補
講
以
来
、
一
橋
に
お
け
る
日
本
語
ク
ラ
ス
は
、
入
っ

て
く
る
老
（
入
学
老
）
、
出
て
い
く
老
（
修
了
老
）
に
対
す
る
基

準
や
評
価
が
お
お
む
ね
寛
容
で
あ
っ
た
。
人
数
が
少
な
い
時
は

そ
れ
で
も
よ
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
一
定
の
基
準
を
設
け
て

留
学
生
の
日
本
語
力
を
正
確
に
評
価
し
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
と

し
て
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、
入
学
前
、

ま
た
は
入
学
時
の
日
本
語
能
力
の
判
定
、
学
内
で
の
日
本
語
ク

ラ
ス
受
講
期
間
中
、
あ
る
い
は
終
了
時
の
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確

立
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

杜
会
科
学
系
日
本
語
教
育
に
向
け
て
ー
こ
れ
か
ら

の
十
年
1

　
前
章
お
よ
ぴ
前
々
章
に
お
い
て
述
べ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
今
後
十
年
の
一
橋
大
学
の
日
本

語
教
育
の
あ
り
方
を
こ
の
章
で
考
え
て
み
る
。

　
筆
者
は
ま
ず
、
日
本
人
学
生
と
留
学
生
と
を
分
け
て
考
え
な

い
こ
と
が
す
べ
て
の
基
本
だ
と
い
う
こ
と
を
最
初
に
確
認
し
て

お
き
た
い
。

　
す
な
わ
ち
、
留
学
生
は
、
日
本
人
学
生
と
同
様
の
期
待
を
抱

い
て
一
橋
大
学
の
門
を
く
ぐ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
大
学
は
、
日

本
人
学
生
と
同
等
の
力
を
持
つ
も
の
と
し
て
留
学
生
を
受
け
入
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れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
を
同
じ
条
件
と
環
境
の
下
で
勉
学

さ
せ
る
と
い
う
の
が
、
第
一
の
前
提
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
、
留

学
生
に
だ
け
適
用
さ
れ
る
基
準
と
か
、
留
学
生
向
け
の
講
義
内

容
と
か
が
あ
る
の
は
実
は
お
か
し
な
こ
と
で
あ
る
。
も
し
「
留

学
生
の
た
め
の
教
育
」
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
留

学
生
が
日
本
人
と
ま
っ
た
く
同
じ
条
件
で
勉
学
で
き
る
下
地
を

作
っ
て
や
る
こ
と
で
あ
り
、
日
本
語
教
育
の
主
目
的
も
そ
こ
に

あ
る
。

　
右
の
こ
と
が
承
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
一
橋
犬
学
が
受
け
入
れ

る
留
学
生
の
範
囲
、
受
入
れ
体
制
、
そ
し
て
教
育
目
標
は
お
の

ず
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
筆
者
の
理
解
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、

そ
れ
は
、
素
質
の
あ
る
学
生
に
対
し
、
一
定
の
恵
ま
れ
た
環
境

の
中
で
十
分
な
教
育
を
施
し
、
産
業
界
や
杜
会
科
学
の
分
野
に

お
け
る
優
れ
た
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
「
国
際
化
」
と
い
う
言
葉
に
踊
っ
た
だ
け
の
無
原

則
な
学
生
数
の
増
加
や
一
橋
大
学
の
理
念
や
使
命
を
満
た
せ
な

い
よ
う
な
教
育
指
導
体
制
は
、
日
本
人
学
生
に
許
さ
れ
な
い
と

同
様
、
留
学
生
に
お
い
て
も
極
力
排
除
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
と
筆
老
は
考
え
る
。

　
そ
う
し
た
認
識
に
立
っ
て
の
下
地
作
り
と
し
て
の
日
本
語
教

育
は
今
後
ど
の
方
向
を
目
指
す
べ
き
か
。

　
一
橋
大
学
に
来
る
留
学
生
の
日
本
語
力
、
お
よ
ぴ
、
そ
れ
に

対
す
る
日
本
語
を
中
心
と
し
た
教
育
方
針
に
つ
い
て
の
筆
老
の

考
え
は
、
一
九
八
八
年
の
法
学
部
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

機
会
を
与
え
ら
れ
て
筆
老
が
述
べ
た
こ
と
と
基
本
的
に
は
変
わ

ら
な
い
。
そ
の
要
点
を
記
す
と
、
筆
老
は
、
留
学
生
の
日
本
語

力
と
そ
の
教
育
内
容
を
大
き
く
四
段
階
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を

人
体
の
各
部
分
に
楡
え
、
足
、
胴
、
手
、
そ
し
て
頭
に
相
当
す

る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
足
（
仮
に
A
と
す
る
）
は
、
日
本
で

自
力
で
生
活
で
き
、
同
時
に
勉
学
も
進
め
ら
れ
る
だ
け
の
一
般

レ
ベ
ル
の
日
本
語
力
を
き
た
え
る
部
分
、
胴
（
B
）
は
、
日
本

人
で
あ
れ
ぱ
高
校
生
く
ら
い
ま
で
に
当
然
に
習
得
し
て
い
る
知

識
や
常
識
な
ど
を
教
え
る
部
分
、
手
（
C
）
は
、
専
門
教
育
へ

の
橋
渡
し
教
育
的
な
部
分
、
す
な
わ
ち
、
大
学
レ
ベ
ル
・
専
門

レ
ベ
ル
の
日
本
語
力
を
き
た
え
、
さ
ら
に
は
専
門
分
野
に
固
有

の
日
本
語
表
現
な
ど
に
憤
れ
さ
せ
、
専
門
の
習
得
を
容
易
に
す

る
部
分
、
そ
し
て
、
最
後
の
頭
（
D
）
は
、
専
門
内
容
に
深
く

か
か
わ
る
も
の
で
、
非
専
門
家
の
手
に
負
え
な
い
部
分
で
あ
る
。
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言
う
ま
で
も
な
く
、
手
足
で
あ
る
A
と
C
で
は
技
能
的
側
面
が

知
識
と
し
て
の
B
と
D
で
は
内
容
的
側
面
が
重
視
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
の
相
互
の
関
係
を
図
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

レ
．
ベ
ル

目
的

一
般
レ
ベ
ル

専
門
レ
、
ベ
ル

技
能
習
得

A
（
足
）

C
（
手
）

内
容
習
得

B
（
胴
）

D
（
頭
）

　
右
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
一
橋
大
学
に
お
け
る
今
後
十
年

の
日
本
語
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
方
向
づ
け
と

奨
言
を
行
い
た
い
。

（
1
）
一
般
レ
ベ
ル
、
少
な
く
と
も
A
レ
ペ
ル
段
階
終
了
者
を
入

学
さ
せ
る
。

　
一
橋
大
学
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
A
お
よ
び
B
段
階
を
終
え
た

留
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
き
た
。
だ
が
、
実

際
に
一
橋
大
学
に
在
籍
す
る
留
学
生
の
中
に
は
、
ま
と
も
な
日

本
語
教
育
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
来
日
し
、
入
学
を
認
め

ら
れ
る
研
究
留
学
生
や
交
換
留
学
生
が
今
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、

そ
の
た
め
、
A
の
後
半
レ
ベ
ル
の
授
業
を
行
っ
た
り
、
特
別
補

習
ク
ラ
ス
を
設
け
ざ
る
を
得
な
い
二
と
が
し
ぱ
し
ぱ
お
こ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
A
段
階
の
日
本
語
教
育
は
、
国
内
の
日
本

語
教
育
機
関
で
集
中
的
に
行
っ
た
場
合
で
も
、
最
低
半
年
、
さ

ら
に
は
一
年
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
A
段
階
の
日
本

語
さ
え
お
ぼ
つ
か
な
い
留
学
生
に
、
C
段
階
の
訓
練
を
行
っ
た

り
、
最
終
目
標
で
あ
る
D
段
階
の
習
得
を
期
待
す
る
の
は
土
台

無
理
な
こ
と
で
あ
り
、
学
生
に
過
度
の
負
担
と
心
理
的
圧
迫
を

強
い
る
だ
け
で
、
結
局
、
留
学
の
目
的
は
果
た
せ
な
い
。
そ
こ

で
筆
老
と
し
て
は
、
入
学
希
望
老
や
予
定
者
に
は
、
来
日
前
に

十
分
な
日
本
語
教
育
を
受
け
る
こ
と
を
義
務
づ
け
、
例
え
ば
日

本
語
能
力
試
験
の
二
級
（
A
段
階
の
日
本
語
に
相
当
す
る
と
認

め
ら
れ
る
の
で
）
を
バ
ス
し
て
い
る
こ
と
を
、
入
学
許
可
の
条

件
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
な
お
、
学
内
で
A
段
階
の
日

本
語
教
育
も
積
極
的
に
行
う
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
近
年

の
よ
う
に
国
の
内
外
に
一
般
レ
ベ
ル
の
日
本
語
教
育
機
関
が
多

数
存
在
す
る
現
状
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
必
然
性
は
き
わ
め
て
う

す
い
と
思
わ
れ
る
。
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（
2
）
専
門
レ
ペ
ル
の
、
実
践
的
な
目
本
語
運
用
カ
を
養
成
す

る
。

　
（
1
）
の
こ
と
が
徹
底
す
れ
ぱ
、
一
橋
大
学
に
お
け
る
日
本
語

教
育
は
、
B
レ
ベ
ル
以
上
の
こ
と
、
特
に
C
レ
ベ
ル
を
強
化
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
実
際
、
一
橋
大
学
の
日
本
語
ク
ラ
ス

の
参
加
者
の
多
く
を
悩
ま
せ
て
い
る
の
が
こ
の
段
階
の
日
本
語

能
力
の
不
足
で
あ
る
か
ら
、
で
き
る
だ
け
小
人
数
の
ク
ラ
ス
編

成
を
し
、
技
能
別
の
授
業
内
容
を
組
ん
で
、
専
門
書
を
読
み
こ

な
す
力
、
実
際
の
講
義
を
聴
い
て
理
解
し
、
か
つ
メ
モ
を
と
る

力
、
ゼ
、
・
・
で
口
頭
発
表
す
る
力
、
レ
ポ
ー
ト
や
卒
業
論
文
を
ま

と
め
る
力
な
ど
、
留
学
生
の
困
難
点
と
二
ー
ズ
に
き
め
細
か
く

対
応
し
た
、
よ
り
実
践
的
な
日
本
語
力
を
養
成
す
る
こ
と
が
、

一
橋
犬
学
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
主
要
な
課
題
と
な
ろ
う
。

（
3
）
社
会
科
学
へ
の
橋
渡
し
と
し
て
の
目
本
語
教
育
を
目
指

す
。　

普
通
は
、
（
2
）
の
段
階
の
訓
練
が
十
分
に
行
わ
れ
れ
ぱ
、
日

本
語
教
育
の
役
庄
は
か
な
り
の
程
度
果
た
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
一
橋
大
学
で
の
日
本
語
教
育
と
い
う
以
上
、
当
然
、
そ

の
内
容
が
杜
会
科
学
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
、
杜
会
科
学
へ
の
橋
渡
し
と
し
て
の
日
本
語
教
育
で
あ
る
こ

と
が
、
留
学
生
か
ら
も
ま
た
他
の
大
学
の
日
本
語
関
係
老
か
ら

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
中
村
講
師
の
試
み
や

各
専
門
分
野
で
よ
く
使
わ
れ
る
語
彙
や
文
型
の
調
査
、
そ
れ
ら

の
教
材
化
と
い
っ
た
こ
と
が
細
々
と
行
わ
れ
て
き
た
が
、
今
後

は
そ
れ
こ
そ
十
年
を
か
け
て
、
各
学
部
の
専
門
科
目
教
官
か
ら

の
助
言
や
協
力
を
仰
ぎ
つ
つ
、
よ
り
広
範
に
進
め
て
い
く
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　
ひ
と
つ
付
言
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
「
専
門
へ
の
橋

渡
し
」
と
い
っ
て
も
、
留
学
生
の
た
め
に
内
容
を
手
直
し
し
た

専
門
教
材
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
留
学
生
に
対
し
て
配
慮

す
べ
き
は
、
日
本
語
の
問
題
で
あ
っ
て
、
内
容
の
問
題
で
は
な

い
。
こ
の
段
階
で
は
、
日
本
人
の
た
め
の
教
育
・
教
材
が
、
即

留
学
生
の
た
め
の
教
育
・
教
材
で
あ
る
。

（
4
一
第
二
の
「
藤
野
先
生
」
に
期
待
す
る
。

　
先
に
挙
げ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
筆
老
は
、
筆
者
に
は

ま
っ
た
く
理
解
不
可
能
だ
っ
た
問
違
い
だ
ら
け
の
留
学
生
の
レ
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ポ
ー
ト
を
、
専
門
が
同
じ
日
本
人
大
学
院
生
が
も
の
の
見
事
に

添
削
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
し
つ
つ
、
D
の
部
分
、

つ
ま
り
、
頭
1
－
専
門
の
勉
強
そ
の
も
の
を
支
援
で
き
る
の
は
専

門
教
官
の
仕
事
で
あ
り
、
そ
れ
は
第
二
、
第
三
の
「
藤
野
先
生
」

に
託
す
し
か
な
い
と
発
言
し
た
。

　
「
藤
野
先
生
」
と
は
、
日
本
留
学
時
代
の
医
学
生
と
し
て
の
魯

迅
の
ノ
ー
ト
に
せ
っ
せ
と
朱
を
入
れ
、
日
本
語
の
問
違
い
を
も

直
し
た
解
剖
学
の
教
授
の
こ
と
で
あ
る
が
、
実
は
仙
台
へ
行
く

ま
で
の
魯
迅
は
、
東
京
の
宏
文
学
院
と
い
う
と
こ
ろ
で
松
本
亀

次
郎
と
い
う
、
そ
の
業
績
に
お
い
て
そ
の
識
見
に
お
い
て
日
本

語
教
育
史
上
に
傑
出
す
る
教
師
に
日
本
語
を
学
ん
で
お
り
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

の
日
本
語
は
松
本
が
太
鼓
判
を
押
す
ほ
ど
の
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
。

そ
の
魯
迅
に
し
て
藤
野
先
生
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
課
外

補
講
時
代
の
法
学
部
教
授
の
こ
と
を
再
び
持
ち
出
す
わ
け
で
は

な
い
が
、
第
二
、
第
三
の
藤
野
先
生
が
現
れ
る
こ
と
が
、
結
局

は
一
橋
大
学
の
留
学
生
教
育
の
質
と
評
価
を
高
め
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
十
年
の
日
本
語
教
育
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

そ
の
不
十
分
さ
も
卒
直
に
認
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
が
、
一
方
、

一
橋
大
学
な
ら
で
は
の
よ
さ
を
保
ち
つ
つ
進
ん
で
き
た
と
も
思
　
脳

う
。
こ
れ
か
ら
の
十
年
、
い
た
ず
ら
に
数
の
増
大
と
か
体
制
の

不
備
と
い
っ
た
表
面
的
な
も
の
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
一
橋
大
学
の

理
念
と
独
自
性
を
維
持
し
な
が
ら
、
留
学
生
の
た
め
の
日
本
語
。

教
育
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
一
橋
大
学
の
使
命
で
あ
る

と
確
信
し
つ
つ
、
こ
の
報
告
と
提
言
を
終
え
る
こ
と
に
す
る
。

（
1
）
文
部
省
学
術
国
際
局
留
学
生
課
『
我
が
国
の
留
学
生
制
度

　
の
概
要
［
受
入
れ
及
ぴ
派
遺
］
』
、
　
一
九
九
一
年
。

（
2
）
　
国
立
大
学
協
会
第
五
常
置
委
員
会
「
留
学
生
問
題
の
現
状

　
分
析
と
提
言
」
、
『
留
学
交
流
』
一
九
九
一
年
三
月
号
、
財
団
法

　
人
日
本
国
際
教
育
協
会
。

　
　
山
澤
逸
平
「
国
大
協
第
五
常
置
委
員
会
『
留
学
生
問
題
の
現

　
状
分
析
と
提
言
』
に
つ
い
て
」
、
『
留
学
交
流
』
一
九
九
一
年
三

　
月
号
、
財
団
法
人
日
本
国
際
教
育
協
会
。

（
3
）
　
一
橋
大
学
学
生
国
際
交
流
委
員
会
平
成
三
年
度
第
三
回
会

　
議
（
十
月
三
十
日
）
資
料
3
に
よ
る
。

（
4
）
　
一
橋
大
学
『
昭
和
五
十
五
年
度
外
国
人
留
学
生
日
本
語
課

　
外
補
講
実
施
報
告
書
』
、
一
九
八
一
年
。
同
『
外
国
人
留
学
生
課

　
外
補
講
報
告
書
』
、
一
九
八
三
年
三
月
。

（
5
）
　
中
村
重
穂
「
専
門
教
官
と
日
本
語
教
官
と
の
協
働
に
よ
る

　
社
会
科
学
系
留
学
生
の
た
め
の
上
級
日
本
語
教
育
～
一
橋
大
学



　
に
お
け
る
実
践
報
告
～
L
、
杜
団
法
人
日
本
語
教
育
学
会
『
日
本

　
語
教
育
』
七
四
号
、
一
九
九
一
年
七
月
。

（
6
）
　
慶
応
大
学
理
工
学
部
国
際
交
流
委
員
会
『
福
沢
基
金
共
同

研
究
科
学
技
術
日
本
語
教
育
の
た
め
の
調
査
研
究
報
告
書
（
六

十
二
年
度
）
・
（
六
十
三
年
度
－
最
終
）
』
一
九
八
八
年
三
月
・

　
一
九
八
九
年
三
月
。
東
京
大
学
工
学
部
一
九
八
九
年
春
期
日
本

語
講
師
チ
ー
ム
『
工
学
系
の
専
門
の
た
め
の
日
本
語
教
育
～
事

例
研
究
一
東
京
大
学
工
学
部
一
九
八
九
年
春
期
日
本
語
コ
i

　
ス
』
一
九
八
九
年
四
月
。

（
7
）
　
一
橋
大
学
法
学
部
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
刊
行
委
員
会

『
一
橋
大
学
法
学
部
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
ア
ジ
ア
諸
国
に
お

　
け
る
日
本
法
の
研
究
・
教
育
の
現
状
と
課
題
－
』
、
一
九
八
八

月皇年

八
八
～
九
一
頁
。

関
正
昭
『
日
本
語
教
育
史
』

四
八
～
五
四
頁
。

（
私
家
版
）
、
一
九
九
〇
年
三

（
一
橋
大
学
教
授
）
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